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商標について 

EXPRESSBUILDER と ESMPRO、ExpressPicnic は日本電気株式会社の登録商標でず。 


ごま意 

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載ずることは禁止されていまず。 

(2) 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがありまず。 

(3) 弊社の許可な<複製-改変などを行うことはできません。 

(4) 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがあ 
りましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

巧）運用した結果の影響については （4) 項にかかわらず責任を負いかねまずのでご了承ください。 


◎ NEC Corporation 2010 
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この ユーザーズ ガイドは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておく 
ようにしてください。「使用上のごを意」を必ずお読みください。 


A 巧用上のごミ主意（がずお読みくだをい） 

本製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。また、本文中の 
を称についてはユーザーズガイドの「を部のを称と機能」の項をご参照ください。 


まをにかかねる表巧にごいて 


本製品を安全にお使いいただくためじ、このユーザーズガイドの指示に従って操作してくだ 
さい。 

この ユーザーズガイド じは装置のどこが危険か、どのような危険に遭うおそれがあるか、ど 
うすれば危険を避けられるかなどについて説明されています。また、装置内で危険が想をさ 
れる箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています（本体に印刷されている場 
合もあります)。 

ユーザーズガイド、および警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「を 
意」という用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意□末を持つものとして定義 
されています。 



A ミ主意 


人が死こする、または重傷を負うおそれがあることを示します。 

义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示しま 
す。 


危険に対するを意-表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次の 
ような意□末を持つものとして定義されています。 


A 

ま意の喚起 

この記号は危険が発生するおそれが 
あることを表します。記号の中の絵表 
示は危険の内容を図案化したもので 

(例） 

A 


す。 

(感電を意） 

Q 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記 
号の中やお<の絵表示は、してはなら 
ない行為の内容を國案化したもので 

(例 ） へ 


す。 

(分解禁止） 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記 
号の中の絵表示は、しなければならな 
い行為の内容を図案化したものです。 
危険を避けるためにはこの行為が必 
要です。 

(例 ） A 

C 

(プラグをあ <) 
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本書と警告ラベルで使用する記号とその内容 


ま意の喚起 


A 

感電のおそれのあることを示しま 
す。 

A 

指がはさまれてけがをするおそれ 
があることを示します。 

A 

高温じよる傷害を負うおそれがあ 
ることを示します。 


けがをするおそれがあることを示 
します。 

A 

爆発または破裂のおそれがあるこ 
とを示します。 

A 

特定しない一般的なミま意•警告を示 
します。 

A \ 

発煙または発义のおそれがあるこ 
とを示します。 



行為の禁止 



本装置を分解 • 修理 • 改造しないで 
<ださい。感電や义災のおそれがあ 
し J ます。 

磯) 

めれた手で触らないで<ださい。感 
電するおそれがあります。 

( S ) 

指をされた場所じ(外には触らない 
で < ださい。感電や义傷などの傷害 
のおそれがあります。 

戀 

水や液体がかかる場所で使用しな 
いでください。水にめらすと感電や 
発义のおそれがあります。 


义気に近づけないでください。発义 
するおそれがあります。 

0 

特ちしない一般的な禁止を示しま 
す。 


行為の強制 


處 

本装置の電源プラグをコンセント 
からあいてください。义災や感電の 
おそれがあります。 

〇 

特ちしない一般的な使用者の行為 
を指示します。説明じ従つた操作を 
してください。 

@ 

必ず接地して < ださい。感電や义災 
のおそれがあります。 
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ま全上のご注意 


本装置を安全にお使いいただくためじ、ここで説明するを意事項をよく読んでご理解し、安 
全にご活用ください。記号の説明については iii ページの『安全じかかわる表示について』の 
説明を参照してください。 

全般的なミ主意事項 



警告 


Q 


AQ 




AQ 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

本装置は、医療機器•原子力設備や機器、航空宇宙機器•輸送設備や機器など、人命 
じ関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み込み 
やこれ6の機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。これ6設備や 
機器、制御システムなどじ本装置を使用した結果、人身事故、財産損害などが生じて 
も弊せはいかなる責任も負いかねます。 


煙や異臭、異音びしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を OFF じして電源プラグ 
をコンセントか6抜いて<ださい。その後、お買い求めの販売店または保守サービス 
会せじご連絡<ださい。そのまま使用すると义災の原因となります。 


針金や金属片を差し込まない 

通気孔やデバイスベイ、光ディスクドライブのすきまか6金属片や針金などの異物を 
差し込まないで<ださい。感電の危険があります。 


規格於外のラックで使用しない 

本装置は曰 A 規格に適合した19型ラックにも取り付けて使用できます。曰 A 規格に 
適合していないラックに取り付けて使用しないでください。本装置が正常に動作しな 
くなるばかりか、けがや周囲の破損の原因となることがあります。本装置で使用でき 
るラックじついては保守サービス会せにお間い合わせください。 


指定於外の場所で使用しない 

本装置を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでくださ 
し、本装置やラックに取り付けているその他のシステムじ悪影響をおよぼすばかりで 
なく、义災やラックの転倒じよるけがなどをするおそれがあります。設置場所に関す 
る詳細な説明や耐震工事じついてはラックに添付の説明書を読むか保守サービス会 
せじお間い合わせください。 
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A ミ主意 

AA 

Q 

海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。ミ毎外では使用できません。この装置を海外で使 
用すると义災や感電の原因となります。 

AA 

Q 

本装置内に水や異物を入れない 

本装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。义災や 
感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ電源を OFF じして、 
電源プラグをコンセントか6抜いてください。分解しないで販売店または保守サービ 
ス会せじご連絡 < ださい。 
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ラックの設置-取扱いに関するを意事項 


A ミ主意 


定格電源を超える配線をしない 

AQ 

やけどや义災、装置の損傷を防止するためじラックに電源を供給する電源分岐回路の 
定格負荷を超えないようにしてください。なお、電気設備の設置や配線に関しては、 
電源工事を巧った業者や管轄の電力会せにお間い合わせ<ださい。 


1人で搬送•設置をしない 

AQ 

ラックの搬送-設置は2人じ(上で巧って<ださい。ラックが倒れてけがや周囲の破損 
の原因となります。特に高さのあるラック (44 U ラックなど）はスタビライザなど 
じよって固をされていないときは不安定な状態じあります。必ず2人じ(上でラックを 
支えながら搬送-設置をして<ださい。 


荷重び集中してしまうような設置はしない 


ラック、および取り付けた装置の重量が一点に集中しないようスタビライザを取り付 
けるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが倒れてけがを 
するおそれがあります。 


1人で部品の取り付けをしない-ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

AQ 

ラック用のドアやレールなどの部品は2人じ(上で取り付けてください。 

また、ドアの取り付け時には上下のヒンジのピンが確実に差し込まれていることを確 
認してください。 

部品を落として破損させるばかりでなく、けがをするおそれがあります。 


ラックび不安定な状態で装置をラックか5引き出さない 

AQ 

ラックか6装置を引き出す際は、必ずラックを安定させた状態（スタビライザの設置 
や耐震工事など）で引き化してください。ラックが倒れてけがをするおそれがありま 
す。 

AQ 

複数台の装置をラックか5引き出した状態にしない 

複数台の装置をラックか6引き化すとラックが倒れてけがをするおそれがあります。 
装置は一度に1台ずつ引き化してください。 
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電源-電源コードに関ずるを意事項 



A®\ 

A A 

0 


めれた手で電源プラグを持たない 

めれた手で電源プラグの抜き差しをしないで<ださい。感電するおそれがあります。 

アース線をガス管につなびない 

アース線は絶対にガス管じつながないでください。ガス爆発の原因じなります。 


A を意 


^\A\ 

G® 


指定於外のコンセントに差し込まない 

電源は指定された電圧で、アース付きのコンセントをお使いください。指定!::/外の電 
源を使うと义災や漏電の原因となります。 

また延長コードが必要となるような場所には設置しないでください。本装置の電源仕 
様に合っていないコードに接続すると、コードが過熱して义災の原因となります。 
クラス0 I のアース線付き AC コードセットを使用する場合は、接地接続は必ず、電 
源プラグを電源につなぐ前に巧って<ださい。接地接続を外す場合は、必ず電源プラ 
グを電源から切り離してか6巧ってください。 



たこ足酉己線1ししない 

コンセントじ定格じ(上の電流が流れることじよって、過熱して义災の原因となるおそ 
れがあります。 


G 


ケーブル部分を持って引き抜かない 

ケーブル部分を抜くときはコネクタ部分を持ってまっすぐじ引きあいてください。 
ケーブル部分を持って引っ張ったりコネクタ部分に無理な力を加えたりするとケー 
ブル部分が破損し、义災や感電の原因となります。 


Q 


中違半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んで < ださい。中途半端じ差し込むと接触不 
良のため発熱し、义災の原因となることがあります。また差し込み部にほこりがたま 
り、水滴などが付くと発熱し、义災の原因となるおそれがあります。 















使用上のごを意（必ずお読み<ださい ） ix 


モジュールエンク□ージャの設置-移動-保管-接続に関する 
ま意事項 


A ミ主意 


2 人於下で持ち上げない 

Q 

モジュールエンク□ージャにすベての機器を搭載した時の総質量は最大 40 kg じなり 
ます。（搭載した機器の台数じよっては異なります）搬送•設置をするときは3人じ （ 
上で行って<ださい。指定じ(下の人数で持ち上げると腰を痛めるおそれがあります。 
また、搬送•設置をする場合は、モジュールエンク□ージャの底面もしくは左ち両側 
面の後方じある八ンドルをしっかりと持ってください。 


指定於外の場所に設置-保管しない 

A # 

本装置を次に示すような場所や本書で指定している場所 L ソ外に置かないでください。 
义災の原因となるおそれがあります。 

♦ ほこりの多い場所。 

♦ 給湯器のそばなど湿気の多い場所。 

♦ 直射日光が当たる場所。 

♦ 不安定な場所。 


腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない 

瓜 ( S ) 

腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、福素、アンモニア、オゾンなど） 
のを在する環境に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に腐食を促 
進する成分（塩化ナトリウムや硫黄など）や導電性の金属などが含まれている環境へ 
も設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食し、故障および発煙•発义の 
原因となるおそれがあります。もしご使用の環境で上記の疑いがある場合は、販売店 
または保守サービス会せじご柜談ください。 

A 

指を挟まない 

ラックへの取り付け-取り外しの際にレールなどで指を挟んだり、切ったりしないよ 
う十分ま意してください。 

Q 

ラックか 5 引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

ラ、ソクか6引き化された状態じある装置の上か6荷重をかけないでください D フレー 
ムが曲がり、ラックへ搭載できなくなります。また、装置が落下し、けがをするおそ 
れがあります。 


指定於外のインタフ王ースケーブルを使用しない 

AQ 

インタフェースケーブルは、弊せが指定するものを使用し、接続する装置やコネクタ 
を確認した上で接続して<ださい。指定じ(外のケーブルを使用したり、接続先を誤っ 
たりすると、ショートじより义災を起こすことがあります。 

また、インタフェースケーブルの取り扱いや接続じついて次のを意をお守りくださ 
い。 

♦ 破損したケーブルコネクタを使用しない。 

♦ ケーブルを踏まない。 

♦ ケーブルの上にものを載せない。 

♦ ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 

♦ 破損したケーブルを使用しない。 
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お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関ずるを意事項 



モジュールエンク□—ジャ内部に手を入れない 

モジュールエンク□ージャじモジュラーサーバやファンボックスを取り付け/取り 
外しをする際には、モジュールエンク□ージャ内に手を入れないでください。感電す 
るおそれがあります。また、モジュールエンク□ージャの空きス□ットじ取り付け6 
れているブランクカバーはモジュラーサーバやファンボックスの増設など必要な場 
合を除いて取り外さないでください。なお、モジュラーサーバやフアンボックスの取 
り付け/取り外しは1台ずつ行ってください。 


自分で分解-修理-改造はしない 

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理•改造を巧ったりしない 
で<ださい。装置が正常に動作しな<なるばかりでな<、感電や义災の危険がありま 
す。 


電源ケープルを接続したまま取り扱わない 

お手入れをする場合は、モジュールエンク□ー ジャじ接続している 
EcoPowerGateway 背面の DC 出カスイ、ソチを OFF じして、電源ケーブルを〕ネク 
夕から抜いて巧ってください。たとえ EcoPowerGateway 背面の DC 出カスイ、ソチ 
を OFF じしても、電源ケーブルを接続したまま作業するとモジュールエンク□ージャ 
じ搭載されている機器が正常に動作しな<なるばかりか感電や义災の原因となるお 
それがあります。 


A ミ主意 

A 

高温ま意 

モジュールエンク□ージャじ搭載された機器が高温になっていることがあります。十 
分にをめたことを確認してか6取り外してください。 


中途半端に取り付けない 

AQ 

電源ケーブルやインタフェースケーブル、モジュラーサーバ、ファンボックス、ブラ 
ンクカバーは確実に取り付けて<ださい。中途半端じ取り付けると接触不良を起こ 
し、発煙や発义の原因となるおそれがあります。 


感電を意 

A 

モジュラーサーバ、ファンボックスはホットスワップじ対応しています。通電中じを 
換をする際は、内部の部品の端す部分などじ触れて感電しないよう十分を意して<だ 
さい。 
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警告ラベルについて 


本体内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが表示されています（警告ラベルは 
本体に印刷されているか、貼り付けられている場合があります)。これは本体を取り扱う際、 
考えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです（ラベルをはがしたり、 
塗りつぶしたり、ミちしたりしないでください）。もしこのラベルが貼り付けられていない、は 
がれかかっている、ミちれている、本体に巧刷されていないなどしているときは販売店じご連 
絡 < ださい。 

装置外観 



A ま意 CAUTION 

オプションの取巧け、取かし時はずべでの里源プラグをコンセントか!5巧を、 

かが装置と 接扇してしぶ ケー カレをかしてください。 苗 おフラグを あくを 

を 装和が卸な 件时.请たお所有のを 源 线从を源接 □なお， ® 

并取下与タト 船 另をま接の 线缆。 巧巧ま意 A 

Disconnect all AC power cords from both system lIS, 

and external peripherals prior to installing/removing options. 

ネジは本体巧がへ落とさない様、十分ごミ主意ください。 A 

请一定ま意不要把おをおを在主化内部。 A 

Do not drop any screws inside tne system. 

A 重量物ま意 

A を意重物 

/1\ WARNING ： 
HEAVY ITEM 

ボード及びオフションな器の^の巧は，おずユーザースガイドを参照し、正しくを爲してく ださい： 
誤った)^は、化度や义巧の原因とな D ます。 へ 

对板卞 L 乂及可选巧备进行连接が， i きち必参照‘用户指南"，正确巧行ま接。 A 

如果错吳莲を，可能会导致故障或火巧の发生。 ^ 

Rerer to the "User's Guide" when opti 抓 b 前 rds or peripherals are installed. 

Incorrect installations may result in damage to the system and lead to acc 妇 ents. 

装 占の得ち上げ、 を 技]のおは、 装 S の底面及びが® i をの化宜をしっかり待コて持ち上げてください。 A 
治 お或移动设备时，巧を意巧稳巧を 的 お部し义及侧面 指定的 位置。 A 

Firmly hold the bottom and side handle of the system when required to lift and carry the system. 

ぞっくり障や落下事が防止 
のためを動のさいは3人 
B 上で行つてください。 

^为了防止腰抓受おな及物体 
獅總时请- 
' を由3个人し)(上巧行。 

10 avoid the nsk が 

1 personal injury or 

i 1，1 ",、 damage to the unit , 
/•"， な’"、 move the unit with 
at least three or 
more people . 

虽おを切コてらバツァ U で巧巧してし巧部巧びあります。保守をするまスにき々の 

コンポーネントの取り扱い説明含をお読みください。 

有的部件即使切断を源仍が使用电お在运巧。进行巧备维が前， A 

请事先阅读を部件巧关のが巧ザ。 位 

Some internal components may still be operational on battery DOwer. Re 巧 r to 
instruction manuals for this system as well as options prior to maintenan 扰. 

宙温になるコンポーネントがありまず。十分にをえてか5触れるようにしてください。 

有的部件可能会を到高温。请を意待其冷却之后再接触。 . 

As some components may become very hot durina system operation,give ample lime / l \ 

to allow cooling as well as use precaution when handling internal components ~ 

immediately after powering down, 

指をはさんだり、ぶつけたりしないようにを意してください。 

请ルむ不置巧住或碰伤手指。 A A 

To avoid the risk o1 personal injury, 心慮ミ^ 

be careful when accessing the inside of the system. 

































xii 使用上のごを意（必ずお読みください) 


取0巧い上のご注意 


本装置を正しく動作させるために次に示すを意事項をお守りください。これらのを意を無視 
した取り扱いをすると本装置の誤動作や故障の原因となります。 

♦ 本装置を取りがけることができるラックに搭載してください。 

♦ 走:期的に装置の外観や背面の通風□じ付着しているほこりを取り除いてください。（清 
掃は39ページで説明しています。）を期的な清掃はさまざまな故障を未然に防ぐ効果が 
あります。 

♦ 落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この対策として接続する 
N 8142-36 EcoPowe 「 Gateway への給電に無停電電源装置等を経由して使用されること 
をお勤めします。 

♦ オプションは弊社の純正品をお使いじなることをお勤めします。他社製品で本装置に対 
応したものもありますが、これらの製品が原因となって起きた故障や破損については保 
証期闇中でも有償修理となります。 

♦ 本製品への給電 （ DC 12 V ) は、必ず N 8142-36 EcoPowe 「 Gateway からき用の電源 
ケーブルを接続して行ってください。 

♦ 周辺機器へのケーブルの接続/取り外しは、本装置と接続している N 81 42-36 
EcoPowerGateway の DC 化カスイッチを OFF し、電源ケーブルがコネクタから外した 
後に行ってください。 

♦ N 81 42-36 EcoPowerGateway の DC 化カスイッチ OFF は、本装置に搭載されたモジュ 
ラーサーバの POWER ランプが消火 T しているのを確認してから行ってください。 

♦ 本装置と N 81 42-36 EcoPowerGateway をき用の電源ケーブルで接続した後は、約30 
秒間は N 81 42-36 EcoPowerGateway 側の DC 化カスイッチを ON にしないでください。 

♦ 本装置の電源 ON 後、搭載しているモジュラーサーパの POST(Power On Self - Test ) が 
終了するまでは電源を OFF (こしないでください。 POST の説明じついてはモジュラー 
サーバのユーザーズ ガイドを参照して<ださい。 

♦ 本装置を一度電源 OFF した後、再び ON じするときは30秒じ(上経過してからじしてくだ 
さい。 

♦ 電源ケーブルをコネクタからあいた後、再び接続するまでは30秒じ(上時間を空けてくだ 
さい。 

♦ 本装置を移動する前に電源を 0 FN こして、電源ケーブルをコネクタからあいてくださ 
い。 

♦ 次の条件に当てはまる場合は、運用の前に搭載しているモジュラーサーバのシステム時 
計の確認-調整をしてください。 

- 本装置の輸送後 

- 本装置の保管後 

- 本装置の動作を保証する環境条件（温度：10で〜40で-湿度： 20%〜80%)から 
外れた条件下で休止状態じした後システム時計は毎月1回程度の割合で確認してく 
ださい。 

また、高い時刻の精度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ 
( NTP サーバ）などを利用して運用することをお勤めします。 





使用上のごを意（必ずお読み<ださい） xiii 


システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お 
買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 

♦ 本装置のそばでは携帯電話や PHS 、 ポケットベルの電源を OFR こしておいてください。 
電波による誤動作の原因となります。 

♦ 再度、運用する際、本装置の内蔵デバイスや搭載するモジュラーサーバを正しく動作さ 
せるためにも室温を保てる場所に保管することをお勤めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：-10で〜55で、湿度： 20%〜809 6) を 
守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 

♦ オプションは本装置に取り付けられるものであること、また接続できるものであること 
を確認してください。 

たとえ本装置に取り付けや接続ができても正常に動作しないばかりか、本体が故障する 
ことがあります。 

(弊社の純正品をお使いじなることをお勤めします。サードパーティの製品が原因と 
なって起きた故障や破損じついては保証期間中でも有償修理となります。） 



保ずサービスについて 

本装置の保ずに関して専門的な知識を持つ保ず員による定期的な診断•保ず 
サービスを用意しています。 

本装置をいつまでもよい状態でお使いになるためにも、保ずサービス会社と定 
期保ずサービスを契約されることをお勧めします。 




xiv 使用上のごを意（必ずお読み<ださい) 


健康を損なわないためのアドバイス 


コンピュータ機器を長時間連続して使用すると、身体のを部に異常が起こることがあります。コン 
ピュータを使用するときは、主に次の点じを意して身体に負担がかからないようん掛けましょう。 


よい作業姿勢で 

コンピュータを使用するときの基本的な姿勢は、背筋を伸ばして椅 
子にすわり、キーボードを両手と床がほぼ平行になるような高さに 
置き、視線が目の高さよりもやや下向きに画面にミまがれているとい 
う姿勢です。『よい作業姿勢』とはこの基本的な姿勢をとったとき、 
身体のどの部分にも余分な力が入っていない、つまり緊張している 
筋肉がもっとも少ない姿勢のことです。 

『悪い作業姿勢』、たとえば背中を丸めたかっこうやディスプレイ装 
置の画面に顔をおづけたままの状態で作業を巧うと、疲労の原因や 
視力低下の原因となることがあります。 



ディスプレイの角度を調節する 

ディスプレイの多 < は上下、左ちの角度調節ができるようじなって 
います。まぶしい光が画面に映り込むのを防いだり、表示内容を見 
やすくしたりするためじディスプレイの角度を調節することは、た 
いへん重要です。角度調節をせずに見づ6い角度のまま作業を巧う 
と『よい作業姿勢』を保てなくなりすぐに疲労してしまいます。ご 
使用の前にディスプレイを見やすいよう角度を調整してください。 



画面の明るさ • コントラストを調節する 


ディスプレイは明るさ（ブライトネス）-コントラストを調節でき 
る機能を持っています。年令や個人差、まわりの明るさなどじよっ 
て、画面の最適なブライトネス-コントラストは異なりますので、 
状ミ兄に応じて画面を見やすいように調節してください。画面が明る 
すぎたり、暗すぎたりすると目じ悪影響をもた6します。 


キーボードの角度を調節する 

オプションの丰ーボードには、角度を変えることができるよう設計 
されているものもあります。入力しやすいようじキーボードの角度 
を変えることは、肩や腕、指への負担を軽減するのじたいへん有効 
です。 




機器の清掃をする 

機器をきれいに保つことは、美観の面か6だけでな<、機能や安全上の観点か6わ大切です。特にディ 
スプレイの画面は、ほこりなどで巧れると、表示内容が見に<<なりますので定期的に清掃する必要が 
あります。 


疲れた5休む 

疲れを感じた6手を休め、軽い体操をするなど、気分転換をはかる 
ことをお勤めします。 






















はじめに XV 


はじめに 

このたびは、 NEC の Express 5800シリーズ製品をお買い求めいただき、まことじありがとう 
ございます 0 

N 8141-49 モジュールエンク□-ジャ （1 way ) は、 Express 5800 / E 1 1 0 b - M モジュラー 
サーパを最大 20 台 (標準構ぶ時は最大10台）まで搭載できるラックマウント専用の収納ユ 
二、ソトです。 

これにより、最大20台分のサーバ機能をわずか 3 U (134 mm ) の本装置1台に集約すること 
ができます。 

また、をス□ットに実装されたモジュラーサーバは、モジュールエンク□-ジャ背面に相対 
した LAN ポートじてネットワーク接続するため、ス□、ソト毎に独立したシステムを構築する 
ことができます。 

本製品の持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みじなり、 
製品の取り扱いを十分じご理解<ださい。 



XVI 本書について 


本書について 

本書は、本製品を正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きです。セット 
アップを行うときや日常使用する上で、わからないことや具合の悪いことが起きたときは、 
取り扱い上の安全性を含めてご利用<ださい。 

本書は常に本装置のそばに置いていつでも見られるようじしてください。 

本書は、 Windows または Linux のオペ レーテイング システムやキーボード、マウスといった 
一般的な入出力装置などの基本的な取り扱いについて十分な知識を持ったユーザーを巧象と 
して記載されています。 


本义中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。これ 
らの記号と意□ホをご理解じなり、装置を正し<お取り扱い<ださい。 


»rO 

pro 

装置の取り扱いや、ソフトウェアの操作で守らなければならない事柄や特に 
を意をすべき点を示します。 

✓ 

民エック1 

装置やソフトウェアを操作する上で確認をしておく必要がある点を示しま 
す。 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 









本書じついて XVII 


本書の構がにごいて 


本書は2つの編から構ぶされています。それぞれの編では次のような説明が記載されていま 
す。なお、巻末には索引があります。必要に応じてご活用ください。 


r 使用上のごま意」をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に必ず本書の巻頭に記載されている「使用上のごま意」 
をお読みください。「使用上のご注意」では、本製品を安全に、正しくお使い 
になるために大切なま意事項が記載されています。 


第1編八ードウェア編 

本装置のハードウェアに関する説明をしています。各部のを称やその機能、オプション 
の増設方法、本装置じふさわしい設置場所じついて巧りたいときに参照してください。 
また、本装置を19インチラックに搭載する方法じついて説明しています。ここで説明す 
る内容に従って正しくお使いください。 

第2編運用•保守編 

本装置を運用する上で®っておいていただきたい情報が記載されています。また、「故障 
かな？」と思ったときは、本装置の故障を疑う前に参照してください。 

また、ユーザーズガイドおよび添付の DVD じ収められているドキュメントは、じ(下の Web サ 
イトからダウン□ー ドすることができます。 


http :// support . express . nec . co . Jp / pcserver / 






xviii 付属品の確認 


巧属品の確認 

捆包箱の中には、本体じ(外にいろいろな付属品が入っています。添付の「スタートアップガ 
イド」を参照してすべてがそろっていることを確認し、それぞれ点檢してください。万一足 
りないものや損傷しているものがある場合は、販売店に連絡してください。 


付属品について 

♦ 添付品はセットアップをするときやオプションの増設、装置び故障した 
ときに必要となりますので大切に保管してください。 

♦ 添付品の 「EXPRESSBUILDER」DVD は、紙封筒に包装されていま 
す。 

EXPRESSBUILDER を紛失しないように十分にごま意ください。 

♦ 本装置に添付のブレード管理シートには、所定事項をご記入の上、大切 
に保管してください。 

♦ 本製品に添付のディスクは使用方法を誤るとお客様のシステム環境を変 
要してしまうおそれびありまず。使用についてご不明な点びある場合 
は、無理な操作をせずにお買いホめの販売店、または保守サービス会社 
にお問い合わせください。 


第 E ちへの譲渡について 

本体または、本体に添付されているものを第三者に譲渡（または売却）するときは、次のを 
意を守ってください。 

♦ 本体について 


第三者へ譲渡（または売却）する場合には、装置に添付されている説明書一式を一緒に 
お渡しください。 






消耗品•装置の廃棄について XIX 


消耗品•装置の廃棄について 

♦ 本体およびぶ却!ファンボックスなどのオプションデバイスの廃棄じついてはを自治体の 
廃棄 ルールに 従ってください。詳しくは、を自治体へお問い合わせください。 

♦ 本体の部品の中には、寿命により交換が必要なものがあります（ぶ却ファンなど)。装 
置を安定して稼働させるためじ、これらの部品を定期的に交換することをお勤めしま 
す。交換や寿命じついては、お買い求めの販売店、または保守サービス会社にご連絡< 
ださい。 
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